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• コーパス開発の背景 

• TenTenコーパス群ーJpTenTenコーパス構築 

• UniDic短単位と長単位のアノテーション 

• スケッチエンジンに載せたJpTenTen 

– コンコーダンス（+デモ） 

–文法関係ファイルの整備・最新 

• 語彙・文法情報のプロファイリングの例（+デモ） 
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コーパス開発の背景 
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～100万語 

•最初のコーパス 
ブラウン(1967)／ 
語彙調査、新聞データ、EDRなど 

1億語 

•大規模な均衡コーパス 
BNC(1994)／ 
BCCWJ(2006～11) 

1億語以上 

•大規模なウェブコーパス 
WaCkyプロジェクト（2005～）／ 
JpWaC(4億語、2007), 5億文のウェブコーパス(2009)など 

100億語 

•超大規模なウェブコーパス 
コーパスファクトリプロジェクト(2010)／ 
国研のプロジェクト、筑波大、JpTenTen (2011,12)、 
16億文のウェブコーパス(2013) 



JpTenTenコーパス（1） 

• TenTen群、「Corpus Factory」 (Kilgarriff 2010） 

– JpTenTen11、100億語（Pomikalek&Suchomel 2012） 
 

• 構築手順 
1) 日本語言語モデル作成（ウィキペディア）（Kilgarriff 

2010） 

2) このモデルを利用した日本語ウェべページのクロール、
SpiderLingクローラー（Pomikalek&Suchomel 2012） 

3) JusText （Pomikalek 2011）で、「文にあるテクストだ
け」（text in sentences only）の収集 

4) 段落レベルで重複したデータの削除（de-duplicate）
（Pomikalek 2011） 
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JpTenTenコーパス（2） 

• コーパスアノテーション 
5）形態素解析ツールMeCab 0.98および電子化辞書
UniDic2.1.0（短単位） （小木曽ら2011） 

‐品詞・活用形・活用型のマッピング（英訳） 
6）Comainu 0.60を利用し、UniDicの長単位の処理およびアノ
テーション（作業中、現時点サンプルコーパスだけ） 
 

• コーパスからデータを抽出するための作業 
7） 日本語の「文法関係ファイル」の作成 

‐以前の「文法関係ファイル」（Srdanovićら2008） 

‐UniDicの英訳タグセットと正規表現を利用し、新しい関係の 
追加、ファイルの最新 

8）データの記号化と文法関係のコンパイルは、SkE（Kilgarriff 
2004）が利用しているManateeというシステム 
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JpTenTenの統計 

• 10,321,875,665トークン(UniDicの短単位) 

• 15,553,207ウェブページ 

• 734,758ドメイン 

• ４４３GB（メタデータを含めて） 

ドメイン Com jp net info Other 

ページ割合 50% 32% 9% 5% 4% 

コーパスにあるトップ頻度の５ドメイン； 
ドメインごとのウェブページ割合 
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JｐTenTenの統計―品詞タグ 
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品詞タグ 品詞タグ（英） トークン % トークン 

名詞-普通名詞-一般 N.c.g 1588826682 15,39% 

助詞-格助詞 P.case 1359247326 13,17% 

助動詞 Aux 863345234 8,36% 

名詞-普通名詞-サ変可能 N.c.vs 554425638 5,37% 

動詞-非自立可能 V.bnd 532961623 5,16% 

動詞-一般 V.g 506815227 4,91% 

補助記号-句点 Supsym.p 447290326 4,33% 

名詞-数詞 N.num 414314084 4,01% 

補助記号-読点 Supsym.c 376814114 3,65% 

助詞-接続助詞 P.conj 372440519 3,61% 

助詞-係助詞 P.bind 355183028 3,44% 

補助記号-一般 Supsym.g 280555426 2,72% 

名詞-普通名詞-副詞可能 N.c.adv 215750266 2,09% 

接尾辞-名詞的-一般 Suff.n.g 206247617 2,00% 

記号-文字 Sym.ch 204585993 1,98% 

副詞 Adv 173481056 1,68% 

補助記号-括弧閉 Supsym.bo 171503010 1,66% 

助詞-副助詞 P.adv 158837049 1,54% 

補助記号-括弧開 Supsym.bc 153531627 1,49% 

名詞-普通名詞-助数詞可能 N.c.count 128986663 1,25% 

助詞-終助詞 P.fin 119879442 1,16% 

代名詞 Pron 114109541 1,11% 



JpTenTenのアノテーション（1） 

• JpWaCコーパス―ChaSen‐IPADIC 

– 単語の区切り方の揺れ「株式会社」対「有限／会社」 

– 表記のまとめ上げの問題 「ネギ」「ねぎ」「葱」 
 

• JpTenTenコーパスーMeCab‐UniDic 

– 揺れが少ない斉一な単位による解析（小椋ら2011） 

– 語彙素・語形・書字形・発音形という見出し語の階層構造 

– 短単位と長単位の付加 

 
短単位：私/は/国立/国語/研究/所/で/日本/語/を/研究/し/て/いる/ 

長単位：私/は/国立国語研究所/で/日本語/を/研究し/ている/ 
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JpTenTenのアノテーション（2） 

• UniDicの品詞、活用形、活用型は英訳した上で 
コーパスに載せた 

品詞 

品詞 
(英訳) 記述 

代名詞 Pron pronoun 

副詞 Adv adverb 

助動詞 Aux auxiliary_verb 

助詞-係助詞 P.bind particle(binding) 

助詞-副助詞 P.adv particle(adverbial) 

活用形 
活用形 
(英語)  記述 

ク語法 ku_wrd ku_wording 

仮定形-一般 Cond.g conditional.general (katei) 

仮定形-融合 Cond.int conditional.integrated (katei) 

命令形 Imp imperative (meirei) 

已然形-一般 Real.g realis.general (izen) 

活用型 
活用形
（英語） 記述 

カ行変格 ka_irr kahen_verb.irregular 

サ行変格 sa_irr sahen_verb.irregular 

ザ行変格 za_irr zahen_verb.irregular 

上一段-ア行 V1i.a kamiichidan_verb_i_row.a_column 

上一段-カ行 V1i.ka kamiichidan_verb_i_row.ka_column 
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スケッチエンジンに載せた
JpTenTen 

 • https://the.sketchengine.co.uk/ （デモ） 
 

• コンコーダンス 

• 文法関係ファイルとワードスケッチ 

 

10 

https://the.sketchengine.co.uk/
https://the.sketchengine.co.uk/


コンコーダンスにおけるデフォルト 

属性の選択肢 

• 検索方法：語彙素、語句、単語、文字、CQL機能 
 

• CQL（Corpus Query Language、コーパス検索言語） 
– 正規表現とデフォルト属性を基にした共起、文法的パターンなどの検
索方法 

– デフォルト属性の選択肢： 
 前:単語（word）、語彙素（lemma）、タグ（tag） 

 今: ＋語彙素読み（lemma_kana）、活用型（infl_type）、 

  活用形（infl_form） 

    
      短単位で解析されたコーパスで短単位を指している 

   長単位で解析されたコーパスで長単位を指している 
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CQLの検索例:  [word=“研究*"][word="者"] 
  [tag="N.*"][word="者"] 
  [tag="Ai.*" & infl_form="Attr.*" ] 



コンコーダンスで可能な表示形式 

• キーワードのアノテーション、周りの単位のアノテーション、 
様々なアノテーションタイプの表示選択 

• (1)キーワードの語彙素、(2)キーワードの語彙素と品詞、(3)キーワードの
単語・語彙素・読み方・品詞・活用型・活用形、(4)キーワードとコンテクス
トの語彙素と品詞 
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日本語の「文法関係ファイル」 

• 初めての日本語の「文法関係ファイル」2007年（Srdanovićら2008） 
– Gahl（1998）が提案した「corpus query syntax (コーパス検索シンタク
ス)」 

– 主に（品詞）タグと正規表現を利用する 
 

• 既存の「文法関係ファイル」を様々な面で整備・更新した。 
 
(1) 「文法関係ファイル」に以前利用したChaSen‐IPADICのタグから
MeCab-UniDicへのタグマッピングを行った。 
 

(2) 品詞だけでなく、新たに活用型・活用形に基づいて正規表現で語彙・
文法パターンを作成した。 
 

(3) 以前はカバーされなかった文法関係を新しく作成した。 
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文法関係の例 

• 連用形の活用形（infl_form=“Cont.*”）にある形容詞（tag="Ai.*"）  
＋ 名詞‐普通名詞‐サ変可能（tag=“N.c.vs”） 

*DUAL 
=modifier_Ai_cont/modifies_N+する 
2:[tag="Ai.*" & word!="なく|無く" & infl_form="Cont.*"] [tag="Pref"]? 
1:[tag="N.c.vs"] 
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短単位 

長単位 



語彙・文法情報のプロファイリングの例（+デモ） 
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まとめた形のキーワードの 

プロファイリング 

• 女性 WordSketch 

• 働く Word Sketch 

• 美しい Thesaurus 

• WS Diff 女性 男性 
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%E5%A5%B3%E6%80%A7WordSketchSWU.htm
%E5%A5%B3%E6%80%A7WordSketchSWU.htm
%E5%A5%B3%E6%80%A7WordSketchSWU.htm
%E5%83%8D%E3%81%8F Word Sketch2.htm
%E5%83%8D%E3%81%8F Word Sketch2.htm
%E5%83%8D%E3%81%8F Word Sketch2.htm
%E7%BE%8E%E3%81%97%E3%81%84 Thesaurus.htm
%E7%BE%8E%E3%81%97%E3%81%84 Thesaurus.htm
%E7%BE%8E%E3%81%97%E3%81%84 Thesaurus.htm
WS Diff for %E5%A5%B3%E6%80%A7 and %E7%94%B7%E6%80%A72.htm
WS Diff for %E5%A5%B3%E6%80%A7 and %E7%94%B7%E6%80%A72.htm
WS Diff for %E5%A5%B3%E6%80%A7 and %E7%94%B7%E6%80%A72.htm
WS Diff for %E5%A5%B3%E6%80%A7 and %E7%94%B7%E6%80%A72.htm


短単位および長単位で見る語彙プロ
ファイリングのメリット 

• 短単位により、言語単位がどのような部分から構
成されているのか 

– 特に派生語と関連して、接尾辞、接頭辞、非自立可
能な品詞のそれぞれの特徴を調べる  
(例えば、形+「～らしい、～こい、～臭い」形-非自立可能、
「研究」+接尾辞） 
 

• 長単位で、複数の単位からできている言語単位
の振る舞いを検討する 
– サ変動詞、複合名詞、複合動詞、のような複合語 

①キーワードの検索として、②検索結果として 
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頻度リスト 名詞+社 

Frequency list Nsha2.htm
Frequency list Nsha2.htm
Frequency list Nsha2.htm
Frequency list Nsha2.htm
Frequency list Nsha2.htm


JpTenTen（長単位、サンプル）から取り出した
「研究者」および「興味深い」のプロファイリング 
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研究者 Word Sketch 長単位  興味深い Word Sketch 長単位 

%E7%A0%94%E7%A9%B6%E8%80%85 Word Sketch2.htm
%E7%A0%94%E7%A9%B6%E8%80%85 Word Sketch2.htm
%E7%A0%94%E7%A9%B6%E8%80%85 Word Sketch2.htm
%E7%A0%94%E7%A9%B6%E8%80%85 Word Sketch2.htm
%E7%A0%94%E7%A9%B6%E8%80%85 Word Sketch2.htm
%E8%88%88%E5%91%B3%E6%B7%B1%E3%81%84 Word Sketch lwu2.htm
%E8%88%88%E5%91%B3%E6%B7%B1%E3%81%84 Word Sketch lwu2.htm
%E8%88%88%E5%91%B3%E6%B7%B1%E3%81%84 Word Sketch lwu2.htm
%E8%88%88%E5%91%B3%E6%B7%B1%E3%81%84 Word Sketch lwu2.htm


語彙・品詞・活用形・活用型・パターンの
頻度リスト（UniDic短単位） 
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1. 名詞-普通名詞-一般 
2. 助詞‐格助詞 
3. 助動詞 
4. 名詞-普通名詞-サ変可

能 
… 

品詞 活用形 活用型 

1. 連用形-一般 
2. 終止形-一般 
3. 連体形-一般 
4. 連用形-促音便 
… 

1. 助動詞-ダ 
2. 五段-ラ行 
3. 助動詞-タ 
4. サ行変格 
… 

%E3%83%AF%E3%83%BC%E3%83%89%E3%83%AA%E3%82%B9%E3%83%88%E3%80%80%E5%93%81%E8%A9%9E.htm
%E3%83%AF%E3%83%BC%E3%83%89%E3%83%AA%E3%82%B9%E3%83%88%E6%B4%BB%E7%94%A8%E5%BD%A2.htm
%E3%83%AF%E3%83%BC%E3%83%89%E3%83%AA%E3%82%B9%E3%83%88%E6%B4%BB%E7%94%A8%E5%9E%8B.htm
%E3%83%AF%E3%83%BC%E3%83%89%E3%83%AA%E3%82%B9%E3%83%88%E6%B4%BB%E7%94%A8%E5%9E%8B.htm


複数単位の抽出 

マルチワードスケッチの例 

• 新しく追加された機能 

– それぞれのパターンにある単位からマルチワードス
ケッチページ（Multiword sketches）に飛ぶ 

– 例：最近の研究～、新たな研究～、とても興味深い～ 

23 研究 Word Sketch  最新＿の＿研究~ Word Sketch MWU 

%E7%A0%94%E7%A9%B6 Word Sketch.htm
%E7%A0%94%E7%A9%B6 Word Sketch.htm
%E7%A0%94%E7%A9%B6 Word Sketch.htm
%E6%9C%80%E6%96%B0 ___ %E7%A0%94%E7%A9%B6 Word Sketch MWU.htm
%E6%9C%80%E6%96%B0 ___ %E7%A0%94%E7%A9%B6 Word Sketch MWU.htm


パターンの頻度リスト 
• 「助詞‐接続助詞「て」＋動詞‐非自立可能」 

• 検索パターン: [tag="P.conj"& word="て"] [tag="V.bnd"] 

• 1964年の国立国語研究所の「現代雑誌九十種の用語用字」のデータを基に
して、 日本語の補助動詞の相対頻度順 (Martin 2004, 512ページ) 
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• 類似しているが、微妙な違い 
例：「てしまう」はMartin（2004）の表で

は「行く、くれる、くださる」よりやや低い
頻度、JpTenTenのデータでは「しまう」
のほうがやや頻度が高くなっている 



まとめ 
 

• 100億語の超大規模なコーパス構築  →  
– スケッチエンジンに載せたことで、今までできなかった言葉の組み合わせなど
の言語情報を取り出せるようになった。 
 

• 長単位と短単位のアノテーション →   
– 以前より統一された短単位のデータ、以前にはなかった長単位のデータが利
用可能になった。 
 

• 品詞タグだけでなく、活用形および活用型の英訳アノテーション → 
– 以前にはなかった活用形に関する詳細な情報を取り出せるようになった。 

 

• 「文法関係ファイル」のデータの整備 →  
– 今まで取り出せなかった語と語の組み合わせおよびその振る舞いの情報が
抽出できるようになった。 

 

• 可能な活用 
– 日本語学、対照言語学、日本語辞書学、日本人学習者用英語辞書学、日本
語教育、日本語言語処理、心理学などの研究分野 25 



ご清聴どうもありがとうございました 
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http://www.columbia.edu/cu/record/archives/vol22/vol22_iss2/murray1.gif
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関連URL 

 

• 国立国語研究所の言語コーパス整備計画KOTONOHA  

http://www.ninjal.ac.jp/kotonoha/ 

• スケッチエンジンツールSketch Engine 
http://www.sketchengine.co.uk/ 

• クローラSpiderLing http://nlp.fi.muni.cz/trac/spiderling 

• Comainuに関する参考文献
https://maro.ninjal.ac.jp/Comainu/related_paper/ 

• 形態素解析辞書UniDic http://download.unidic.org/ 

• MeCab: Yet Another Part-of-Speech and 

Morphological Analyzer http://mecab.googlecode.com 
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